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　2001 年 8 月 10 日。静まり返った造船所の昼休み。
満艦飾に飾られた南星丸が明日の進水式を待ってい
ます。初代南星丸の代船として建造された新南星丸
は，船体にファンネル（煙突）と同じ色で「NansEi」
という大きな文字が描かれています。この文字は，
白い従来の練習船の色だと寂しいねと言うことで，
私が完成予想図にいたずら書きをしたのがきっかけ
です。ここで練習船南星丸の建造秘話を紹介します。

　南星丸の船側に描かれたこの文字は，先代の南星
丸の船尾に塗り上げられた船底色と同じ赤。先代の
南星丸の特徴は，ぷりっと持ち上がった丸い船尾。
南星丸のイメージカラーは何だろうと考えた際，そ
こに高く塗り上げられた船底色の赤を採用すること
にしました。またブリッジの窓枠には赤とは逆の青
が塗られています。これは大きくなった全周型ブ
リッジを景色と同化させ，軽く見せるためのもので
すが，独創的なブリッジをさらに引き締める効果を
得ました。さらにファンネルには，中心から６条の
光線（当時の水産学部の 6 つの分野）とそれを貫く
航跡（南星丸）をアレンジしたステンレスのマーク
を取り付けました。太陽光のあたり具合できらりと
光るこのマークは，この船の輝きでもあります。
　錦江湾を 13 ノットで快走する南星丸は，遠くか
ら見てもすぐに見分けることができ，また係留港が，

かごしま水族館の対岸にあるため，桜島へ渡るフェ
リーからばっちり見ることができます。「あの船かっ
こいいね。」という声が聞こえるたびに，「それはね，
私が・・・」と話しかけてしまいそうになります。
　さて鹿児島湾を中心に南九州の海を快走する南星
丸もまもなく 15 歳。ちょうど船の人生の折り返し
地点となりました。でもまだまだ元気です。これか
ら皆さんと共にどのような航海が待っているか，南
星丸も楽しみにしていることでしょう。さあ，みな
さん，私たちといっしょに船に乗って海に出てみま
せんか。（藤枝）

▲ 先代の南星丸（山川港にて） ◀  南星丸進水式
（第８回姶良 10 号美術展「入選」2004 年）

進 水 式
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　黒潮は，英語でも ”Kuroshio” といい，世界共通の
固有名詞です。同様に親潮も ” Oyashio” で世界共通
語です。これらは，日本語の発音がそのまま世界で
通用するという意味で，すき焼き（Sukiyaki）や寿
司（Sushi）と同様，日本発の何かであることを色
濃く表しています。日本海が ”Japan Sea” と呼ばれ
るのとは，わけが違うのです。
　すき焼きや寿司が世界を席巻した理由は，それら
が質の高い食べ物であることを世界の人々が認めた
からです。同様に，”Kuroshio” や ”Oyashio” が根付
いたのも，日本人が発信する黒潮や親潮に対する情
報の質の高さを，世界の人々が評価したからに違い
ありません。黒潮や親潮のことを普通の人々が日頃
から話題にすることはないので，ここで言う人々と
は，海に関わる仕事をする人々，特に海洋学者のこ
とです。
　日本の海洋学は，世界的に見ても，かなりレベル
が高いと思います。「客観的な証拠を示せ」と迫ら
れるとなかなか苦しいのですが，一つの理由として，
アメリカ合衆国やヨーロッパの大国（ドイツ，イギ
リス，フランス）と同等に，早くから世界の海を相
手に海洋学を繰り広げてきたことがあげられます。
今でこそ，地球温暖化問題に関連して，どの国でも
地球規模で海洋を考える研究者は少なくありません
が，現代海洋学の創成期（第 2 次世界大戦のころ）
から日本人にはその傾向がありました。なぜ日本の
海洋学者は，初めから地球規模で海洋を研究する視
点を持てたのでしょうか？その理由は，日本が北極
域から南極域まで広がる太平洋に面しており，日本
のすぐ沖を世界有数の巨大海流である黒潮が流れて
いたからだと思います（図１）。つまり，日本人は，
黒潮を通して，地球規模で海洋を見る視点を持てた

▲ KG1207 かごしま丸航海（2012.6
宮古島平良港にて）．鹿児島大学，北
海道大学，愛媛大学の黒潮合同観測
チームの記念写真．このときは黒潮
上で梅雨前線が強化される現象をラ
ジオゾンデにより観測するとともに，
黒潮の流れが黒潮内の低次生態系に
与える影響の観測を行った．

黒潮と海洋学
そして
水圏科学分野
というところ

海洋物理学研究室
准教授　中村 啓彦
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のだと思います。
　では，日本人はいつごろから黒潮のことを認識し
ていたのでしょうか？河合英夫先生（海洋学者：故
人）の研究によれば，黒潮の流れが初めて記載され
た書物は，江戸幕府の下命を受けて薩摩藩が作成し
た「幕府撰琉球國絵図」（1646-47 年）ではないか
ということです。そこには，トカラ列島の宝島より
奄美大島北東の「ふかいか浦湊」（笠利湾内）に向
けて朱筆で航路が描かれ，それに沿って黒潮に関す
る流れの記載があるそうです。世界初の黒潮の記載
が薩摩藩の手で成されたのは，単なる偶然ではなく，
黒潮が鹿児島県のトカラ列島を横切るように流れて
いるからです（図２）。そう考えると，鹿児島県は，
日本の中で最も黒潮に近い県と言えそうです。
　もう一つ，黒潮と鹿児島県の特別な位置関係を示
します。それは，黒潮が接岸する日本で最も南の場
所はどこかというと，沖縄県ではなく，鹿児島県だ
ということです。これは，鹿児島県にとってとても
重大な事実です。なぜなら，黒潮の上流域から流れ
てくるものは，日本の中で真っ先に鹿児島県へ流れ
着く確率が高いからです。その中には，黒潮上流域
を産卵場とする水産有用魚の仔稚魚があります。ア
ジやブリなどは，東シナ海の産卵場から黒潮によっ
て輸送された仔稚魚が，鹿児島県沿岸の良好な生育
場で成魚へと成長し漁獲されます。一方，黒潮によっ
て南方系の魚類も流されてきます。地球温暖化によ
る近年の海水温上昇により，これまで生息すること
ができなかった南方系の魚が，鹿児島県の沿岸でも
生育できるようになりつつあります。
　このように，あれやこれやと黒潮について考えて
くると，鹿児島に住む私たちは，日本で最も黒潮の
ことを研究しなければならない立場にあると思えて

きます。実際に，黒潮には非常に豊富な研究課題が
あります。黒潮の流れそのものの研究，黒潮が日本
の気候に与える影響の研究，黒潮による魚卵仔稚魚
や海洋ごみの漂流・漂着に関する研究，黒潮流域の
海洋生物の生息環境や生態系の研究，黒潮を利用し
た海流発電の研究といった具合です。そして，こ
れらはすべて，水圏科学分野の教育・研究課題に関
わっています（背景写真）。地の利を活かしたフィー
ルド教育・研究を武器に，みなさんと一緒に世界に
おける黒潮研究の最先端を目指したいと考えていま
す。

（ところで，そういうお前さんは，黒潮研究の最先
端を名乗れる実力があるのかと問われそうですが，
けっこうやれていると自負しています。「そんなの
うそでしょ」という闇の声は四方八方から聞こえて
きますが，今はとりあえず，それらをすべてノイズ
とみなしておきましょう。将来の大きな成果のため
に！　…　一つの研究事例を前号で紹介しました。
また，この話の一部は，英語の小論１）にも取り上
げました。興味があればお読みください。さらなる
とっておきの研究事例は，次号で紹介することにし
ましょう　…）

参考文献
1) Nakamura, H. (2013), The Kuroshio － Its Physical 
aspect and roles in Kagoshimaʼs nature and culture, “The 
Island of Kagoshima － Culture, Society, Industry and 
Nature”, edited by K. Kawai, et al., Kagoshima University, 
Research Center for the Pacifi c Islands.

（この冊子の照会先：http://cpi.kagoshima-u.ac.jp/index-j.
html）

図 1　世界の海の表層海流 .
The Science Education through Earth Observation 
for High Schools (SEOS) Project (http://www.seos-
project.eu/home.html).

図 2　北西太平洋の海面付近の流れ（2007 年 5 月 9
日）．矢印の付いた線は流線，カラーは流れの速さを示
す（FRA-JCOPE2 17 Years NW Pacific Ocean Re-
Anal¬ysis data）.
 (http://www.jamstec.go.jp/frcgc/jcope/htdocs/e/
home.html).
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数値シミュレーション
って何だろう

海洋物理学研究室
水産学研究科２年　平中　陸

図１ 計算された年平均地表気温上昇量の地理分布
（シナリオ「A １B」の 2071 ～ 2100 年の平均気温から、
1971 ～ 2000 年の平均気温を引いたもの）
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　地球温暖化や津波といった話題の中で，よく「数
値シミュレーション」という言葉を聞くようになり
ました。しかし，「シミュレーション」という言葉
はよく聞きながら，それがいったいどういうものな
のか，イメージがつかめない人も多いと思います。
　「数値シミュレーション」の主役は，コンピュー
タです。コンピュータが人間の代わりに膨大な量の
計算をしてくれます。それは，1 秒間に数万回，数
億回といったとんでもない量です。イギリスの気象
学者 L.F. リチャードソンは人類で初めて天気予報を
した人物です。彼は，コンピュータがない時代に天
気予報の計算をするため，手回し式のタイガー計算
機（写真１）という機械を使って，6 時間の予報の
ために 6 週間を費やしたという記録（1922 年）が
残っています。現代のコンピュータ技術をもってす
れば，計算に 1 時間もかかりません。コンピュータ
は偉大ですね。
　さて，コンピュータの発達にともなって，数値シ
ミュレーションも発達してきました。天気予報から

始まって地球温暖化予測など，私たちの生活の一部
となっています。特に天気予報については，社会の
要請が強かったものと考えられます。
　この「数値シミュレーション」の最大の特徴は，
何といっても一度数値モデルを作っておきさえすれ
ば，いろいろな条件やパラメータ－を変えて何通り
もの実験をすることができることです。その結果を
比較することができることから，数値実験と呼ばれ
ています。
　地球温暖化予測についての数値実験の一部をご紹
介します。スーパーコンピュータ（写真２）を使っ
た地球温暖化予測シミュレーションの計算結果で
は，100 年後の地球の平均気温は 2℃上昇すると予
測されています（図１）。平均気温が 2℃上昇する
と，大規模な気候変動が起こり，社会に大きな影響
が出ることが予測されています。地球温暖化予測シ
ミュレーションでは，地球温暖化の原因となってい
る二酸化炭素（CO2）の排出量を予測シナリオ（図２）
に従って計算しています。1 つは，将来の世界が経

済重視（CO2 排出量増）で国際化が進むと仮定した
シナリオ A1B。もう 1 つは，環境重視（CO2 排出量
減）で国際化が進むと仮定したシナリオ B1。やはり，
後者のシナリオのときの方が気温の上昇は少なくな
りました。このように数値実験の結果から，二酸化
炭素の削減が地球温暖化防止には重要であることが
分かり，現在の対策に生かされています。
　数値シミュレーションはスーパーコンピュータだ
けでしかできないのかというと，そうではありませ
ん。私も研究で数値シミュレーションをしています
が，コンピュータはちょっと性能のいいデスクトッ
プ PC です。数値シミュレーションを使った研究を
始めてから，パソコンにとても詳しくなりました。
数値シミュレーションを使った数値実験は，パソコ
ンを使うのが好き，いじるのが好きな人に向いてい
る研究だと思います。私の研究については，次の機
会にご紹介します。

写真２ スーパーコンピュータ（地球シミュレータ）
駅の改札ではありません。

写真１ タイガー計算機 図２ 二酸化炭素（CO2）排出量予測シナリオ
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海岸環境工学研究室
水産学研究科２年　渡辺 卓也

河川水と地下水が育む
海岸環境

図 1. 吹上浜流域

写真 1　吹上浜
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 図１　魚型ロボットの解剖図と遊泳中の様子

写真 2　観測機材設置風景　　　　　　　　　　　　　　　

　私たちの研究室では，沿岸域や海岸域をフィール
ドとした研究を行っています。陸域の栄養塩は河川
を通じて沿岸域に供給されます。近年，畠山重篤さ
んの述べられた「森は海の恋人」という言葉がある
ように，沿岸域の生物生産にとって「森・川・海」
の連環の重要性が指摘され，陸域と海域の相互作用
の重要性が着目されています。しかし，この河川水
は，地球上の水量の 0.01% でしかなく，一方で地
下水は 0.66% と河川水の水量と比べると遥かに多
いのです。また沿岸域に流入する地下水は，海底地
下水湧出 (SGD : Submarine Ground Discharge) と呼
ばれ栄養塩を多く含みます。そのため，沿岸域の栄
養塩供給の評価を行う場合，河川水の影響だけでな
く地下水の影響の評価も行うことが重要であると私
たちは考えています。
　そこでここでは，沿岸域に流れ出る河川水と地下
水の割合に関して，鹿児島県吹上浜を例に紹介しま
す。吹上浜は鹿児島県西部（いちき串木野市，日置
市，南さつま市）に位置する海岸総延長が約 40㎞
の日本三大砂丘の一つです。流入河川は北から江口

川，神之川，大川，永吉川，小野川，伊作川，万乃
瀬川の 7 河川があります。最大河川は万乃瀬川で流
域面積 372.3㎢と全河川の半分以上を占めます。こ
の吹上浜流域の年間地下水量を算出するため，水収
支式で必要な降水量，河川流量，蒸発散量のデータ
を使用し，流出量に対する河川流量と地下水量の割
合を算出しました。その結果，河川流量は 44%，地
下水流量は56%であることが推定されました。特に，
北側の江口川，神之川，大川，永吉川は，流出量の
約 70% を地下水が占めており，南側の小野川，伊
作川は約 40%，最大流域面積である万乃瀬川では約
30% を地下水が占め，吹上浜中央から南側では，河
川流量の割合が地下水量を上回っていることがわか
りました。これは表層地質の特性（透水係数）に関
係があり，特に鹿児島県（離島を除く）において火
砕流堆積物（シラス）が多く分布していることから，
多孔質で浸透性の高いシラスの分布によって，地下
水量の割合が流域毎に変化すると考えらます。この
ことから，沿岸域では河川水に加え，地下水の影響
も評価する必要があることが分かりました。

 図１　魚型ロボットの解剖図と遊泳中の様子

　本研究を「河川水と地下水が育む海岸環境」とい
うテーマで第 4 回九州河川学シンポジウムで発表し
たところ，発表賞を頂き，2015 年 2 月 23 日には
学長表彰を授与されました。
　修士研究では，私のもう一つの研究テーマである，
マルチコプターを使用した水産資源量評価方法につ
いて研究を行っています。近年，マルチコプターを
使用した映像をよく見るようになりました。私たち
の研究室では人工衛星や飛行機を使用したリモート
センシングをより簡便にできないかと思い，マルチ
コプターを応用しています。実際に使用するとなる
と，マルチコプターから得られる空中写真精度の検
証から必要となり，四苦八苦しながら研究を行って
います。今後は，東日本大震災で被災した福島県松
川浦で，自然再生してきたアマモ場の分布状況の把
握を行い，復興支援に努めようと思います。

写真 3　学長表彰状　　　　　　　　　　　　

写真 4　マルチコプターを
使用した空撮画像による水
産学部網干場の芝の実験的
植生分析
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帰ってきた
水上バイク

漂着物学研究室

元教授　藤 枝　繁

▲ジョンストン環礁に漂着していた水上バ
イク（米国 FWS 提供）
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　ハワイ州の国際海岸クリーンアップ（ICC）のコー
ディネーター，クリス・ウーラウェイさんから，「ハ
ワイで見つかった水上バイクの持ち主を探して」と
私の所属しているNGO（一般社団法人 JEAN）にメー
ルが届いたのは昨年 7月のことでした。
　この水上バイクは，2014 年 5月にハワイ州西方
のジョンストン環礁で発見されたもので，JEAN が
写真に写った船体番号を手掛かりに持ち主を捜した
ところ，持ち主が福島県いわき市（発災当時は大熊
町在住）にご健在であることがわかりました。
　その後，私が国内の水産高校の実習船と協力して
行っていた震災起因漂流物の目視調査を思い出した
クリスさんから，「アロハ！シゲル，今ホノルル港
に日本の実習船が停泊しているけど，彼等にこの水
上バイクの返還のお手伝いを依頼できない？」と提
案がありました。持ち主探しを行った JEAN では，
返還にあたっては 3年以上の漂流による傷みのある
品物でもあり，いろいろと思い出してしまうのでは
ないかと考えましたが，持ち主のMさんからの返
事は，「廃船することになると思うが，もう一度触
れたい。引き取って処分をするのも持ち主の責任」
というものでした。それならばと，水産学部の卒業
生で，現在愛媛県立宇和島水産高校えひめ丸で乗船
指導教員をしている T先生に今回の事情をメールす
ることにしました。もし今ホノルルに向かっている
なら，ホノルル到着後，返事をくれるだろうし，す
でに出港していれば，宇和島帰港後，次回の航海で
お願いすればいいやというつもりで。しかしびっく
りしたことに翌朝返事が来ました。今回は急病人が
出たため，先週緊急帰国したそうです。T先生から
「私たちは手伝えないけれど，今日，福島県立いわ
き海星高校の実習船「福島丸」が入港する」との情

報を頂きました。そうか，福島の船ならば，国内の
輸送費も不要で好都合ということで，すぐにいわき
海星高校の校長先生にお電話しました。校長先生か
ら福島丸の船長に連絡を取ってもらい，校長先生か
ら「喜んで協力します」とのお返事をいただきまし
た。ただし，福島丸には 100kg 近くもある水上バ
イクを積み込むためのクレーンがありません。積み
込む場所は確保するので，港までの輸送と積み込み
は現地で準備してほしいとの連絡がありました。こ
うなったらクリスさんにお願いするしかありませ
ん。その後，港への立ち入り，輸送方法，積み込み
方法といった段取りは，ハワイの皆さんの協力のも
と急ピッチで進められ，小名浜港へ向けた出港日の
朝，無事に積み込むことができました。
　さて，船が出港すれば今度は２週間後に迫る入港
の準備です。まずは小名浜税関に問い合わせ，入国
の手続きの確認です。次に陸揚げですが，高校が準
備するマグロの陸揚げ用クレーンを利用させてもら
うことになりました。持ち主のMさんも，長期間
の漂流という耐久性能の参考になればと水上バイク
のメーカーに連絡したところ，担当の方が小名浜港
まで出向いて到着に立ち会い，状態を詳しく調べて
修理を試みてくれることになりました。皆さんの好
意と熱意で受け入れ態勢も整いました。2014 年 11
月 10 日，福島丸が小名浜港の沖合に姿を見せまし
た。Mさんの水上バイクは，3年８ヶ月ぶりに持ち
主の元に帰ってきたのです。あわせてこの日は，M
さんの誕生日。愛機の前で満面の笑みを見せる松永
さんの写真が，各地の新聞に掲載されました。クリ
スさんの発案から始まって，水上バイクが帰還する
まで，まるでドラマのような展開となりました。
　この水上バイク帰還の物語は，米国各地でも報道

されました。その後，宮城県名取市で行われた震災
起因漂流物に関するシンポジウムに参加したアメリ
カやカナダのNGOの方からは，「震災起因漂流物は
ただの物ではなく，津波で多くの物を失った人たち
にとって大きな力となる生きた証であることを知っ
た」との感想がありました。
　現在でも北部の北米西海岸やハワイ諸島の複数の
場所で東北地方から流出したと思われる小型船が相
次いで見つかっています。漂流物は，海の流れに
従って人のいない海岸に流れ着きます。しかし人の
ネットワークは，協力することによって海の流れに
逆らって返還へ流れ作ることができるのです。海の
流れは壮大なスケールを持っていますが，人の繋が
りでできる流れも大したものです。

▲ ホノルル港で福島県立いわき海星高校実習船福島丸に
積み込まれる水上バイク（福島丸船長桑原茂樹氏提供）

9
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海岸環境工学研究室
教授　西　隆一郎

私の研究室 (1)

海岸環境工学

　2015 年 4 月時点で，海洋環境グループに所属す
る私たちの小さな研究室には，教員１名，博士課程
院生 3 名（社会人大学院生 1 名＋留学生 2 名），修
士課程学生 2 名，4 年生 3 名が在籍し，沿岸域や海
岸域の環境に関する研究を行っています。また既に
大学院博士課程を修了し，国内外の大学等に勤務す
る元研究室メンバーと緩やかな連携のもと，海岸・
海洋災害，サンゴ礁海域の海岸保全や環境保全，水
圏環境モニタリング機材や手法の開発等を行ってい
ます。
　海に親しむ人にとって最も身近な空間は，陸地か
ら歩いて接近できる砂浜，砂丘，岩礁，干潟，サン
ゴ礁，マングローブ林，海跡湖など一般的に「渚（な
ぎさ）」とも呼ばれる場所であり，海水浴，散策，釣り，
サーフィン等の水辺空間として利用されています。
この水辺空間はレクリエーション・癒しの空間，水
産業の空間だけでなく，津波や高潮，台風などに対
する防災・減災のための空間としても重要であり，
さらに人間以外の生物の棲息領域や水質・底質浄化
領域としても貴重な空間です。一方，日本の国土は
約 3/4 が山地で，産業用地や住宅用地として使用で
きる低平地が少ないため，渚空間が埋立地になりや
すく，多様な自然環境の保全と相反する事態が生じ
ています。例えば，江戸時代と現在の東京湾を比較
すると，築地（築き固めて造成した土地）のような
人為的改変を加えながらも江都（みずのみやこ）と

呼ばれ豊かな水辺環境を誇った地域が，現在ではほ
ぼ人工化したことが分かります。
　海岸域の保全（防災・減災），利用の保証（親水
活動，漁労活動，文化・歴史的利用等），自然環境
の保全に関し，より良い海岸管理・沿岸域管理を実
践するためには，海に関わる産・官・学および地域
住民（利用者）がともに話し合う必要性が増してい
ますし，大学がそのような合意形成を支援する必要
性も増しています。
　そこで，当研究室では，ハイテクな知識や技術だ
けでなく，ローテクな知識や技術も駆使して，国内
外各地において，海岸域・沿岸域の流況，地形，底質，
水質，栄養塩などに関する調査や解析を行い，その
結果をできるだけ公開しています。また，学外に対
する技術支援や技術者教育及び公益を目的とした一
般市民への啓発教育も継続して行っています。
　研究室のメンバーは，いろいろな地域や機関から
相談のあった防災や水圏環境に関する問題の技術的
解決，あるいは科学的に重要と思われる問題の解明
に日夜取り組んでいます。そして大学卒業・大学院
修了後には，習得した知識や経験を生かして，海岸・
海洋に関する公務員や環境コンサルタント技術者，
大学・高専・高校の教員等として社会で活躍してい
ます。次に，近年，本研究室で取り組んでいるテー
マについていくつか紹介します。
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○ 東日本大震災後の水産業復興に資する環境モニ
タリング手法の開発と応用
　東北地方が津波の被災から復旧・復興するために
は，今後の 5 年間ないしは 10 年間程度を見つめた
継続的な技術支援が必要です。そこで東日本大震災
後に生じている水圏環境の変化および水産業への影
響を，地域の水産技術者や研究者が比較的簡便にモ
ニタリングできる手法の開発と応用を岩手県水産技
術センターと共同で行っています。2014 年度は，
リアス式湾内の一次生産性や貝毒の発生に関係する

図 4　地点毎のクロロフィル a（Chl.a）と天文潮位 (2013 年 8 月 )

図 1　岩手県大船渡湾で 2014 年 2 月 7 日に計測された
水温躍層の様子

写真 1　水温の鉛直分布を計測するための観測ユニット

鉛直混合や水温躍層（図１）を把握できる機材（写
真１）を開発しました。また福島県相馬市の松川浦
では，津波後の環境調査を継続して行っています。
○ 沿岸域の生態系を支える地下水による栄養塩供
給機構の解明
　沿岸域の多様性のある生態系を保全するために
は，食物連鎖の基礎生産を支える栄養塩に関する定
量的な評価が必要となります。この沿岸域の植物プ
ランクトン，底生動物や藻類等に必要な栄養塩は，
沖合からの供給（海洋起源）に加えて，陸域から沿

岸域へ流入する淡水起源のものもあります。陸域か
らの栄養塩供給に関しては，従来，森・川・海の連
関作用として研究されてきましたが，地球全体での
淡水の賦存量（現存量）を考えれば，河川水よりも
地下水による栄養塩供給量が大きい可能性もありま
す。そこで当研究室では，現地調査や GIS を用いて，
河川および地下水を経由して沿岸域に供給される栄
養塩の供給機構に関して研究しています。
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 写真 3　サンゴ礁海域の地形と流れ

写真４　海砂採取後の海底地形

写真 2　使用したマルチコプター

○ 海岸の物理現象理解のためのマルチコプターの
応用
　様々な災害現場や自然事象の把握に対して，近年，
マルチコプター（写真２）が応用されつつあります。
マルチコプターの運用にあたっては，各種の制約が

ありますが，操縦訓練を積んだ研究者や技術者であ
れば，迅速に空間分解能の高い空撮画像や動画を取
得することができます。加えて沿岸域の保全計画作
成などでは，工学系の研究者や技術者以外にも，生
物系の研究者，環境保全に関わる NPO 法人等の職
員，地域の一般市民も加わりって総合的な立案作業
を行いますので，対象領域やそこで起きている現象
の「見える化・視覚化」は重要です。そこで本研究
室では，海岸域での環境調査，被災状況調査，下水
処理水の拡散状況調査，海浜流の流況調査（写真３），
水産養殖施設の配置や周辺環境，赤潮調査等で，マ
ルチコプターを利用し，現象の可視化に関する研究
を行っています。
○ 海砂採取の周辺環境への影響評価調査
　西日本の沿岸域では，建設・建築骨材用に海底の
砂を大量に採取しています。鹿児島県においても，
島嶼圏を含む各沿岸域で骨材用の海砂が採取されて
います。そのため，写真 4 に示すような沖合での海
砂採取の影響で，隣接した海岸の海浜侵食が生じて

図 5　海砂採取孔の海底の様子

いないか環境影響評価を行う必要があります。そこ
で本研究室では，対象海域での海砂採取水深が適切
であるかを判断するために，底質移動や海底地形（水
深）変化に関する現地調査（図５）や，海浜浸食を
引き起こす可能性のある波浪場の変形が生じないか
を数値計算で確かめています。



13

　「ヴァィオリン」無量塔蔵六（むらたぞうろく）著，岩波新書の中に寺田寅彦先生
の紹介がある。『先生がチェロを始められたのは，大正 12 ～ 3 年頃だったと思うが，
初めからなかなか熱心で，「このほうはヴァィオリンとちがって，最初からあまり家
の連中を悩まさなくて済むので大変具合が良い」と上機嫌で毎日猛練習をしておら
れた。（中略）先生が首を曲げながらチェロを弾いておられて，その背景にピアノが
あり，ピアノの上にカンフルチンキの瓶が乗っかっているという疑ったものであっ
た。そして説明係の学生が「このカンフルチンキは，ご練習のあと，節々に塗られ
るためのご用意であります」という説明をした。』
　筆者も物理学を基盤にして「波の中での船の安全性」に取り組んでいる。寺田寅
彦先生には足元にも及ばないが，チェロを始めたことをきっかけに「勝手に近親感」
を覚えた。特に「首を曲げながらチェロを弾いておられる」件は，まことに嬉しく思っ
た。また，熱心に練習して手の節々が痛くなることは誰もが通る道であろうが，共
感大である。現在では，カンフルチンキでは
なく，アンメルツである。私のチェロは，近
所でヴァィオリン工房を営む，原田哲（はら
ださとし）さんに製作してもらったものであ
る。製作には 1 年を要して，工程の大半をニ
ス塗り（20 回ほど）が占めたと教わった。そ
の甲斐あって，実に深々しいく落ち着いた色
合いである。弾き始めて 2 年が経つが「人前
で演奏する難しさ（緊張感）」を還暦の歳になっ
て初めて味わった。研究の世界とは異なる「緊
張感」を体験して，新たに知ることの楽しさ
が増した。新たな人達の出合いの環境を得た
ことは，研究を続ける上でも新たなエネルギー
をもたらしてくれる。

浮体工学研究室
教授　重廣　律男

チェロと研究室
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私の研究室 (2)
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発行・編集
うみの環 Lab. 編集委員会
〒 890-0056 鹿児島市下荒田 4-50-20
鹿児島大学水産学部水圏科学分野
海洋環境科学コース内
Twitter: @kaiyou_kadai

本誌掲載の文章，写真およびイラスト等はうみの環
Lab. 編集委員会及びその著作者に帰属します。無断
での転載，引用，複写することを禁じます。

編集後記：2015 年 4 月 1 日，水産学部内に海洋物
理学，浮体工学を専門とする教員が集まり，海洋環
境科学コースが誕生しました。学生と教員が一つの
環になって新しいことを始めようということで創刊
されましたコースマガジン「うみの環 Lab.」も今回
で第２号。今回は，大学院生２名からの投稿があり
ました。次号は皆さんが作る番です。頑張って下さ
いね。（藤枝）

練習船と水産学部の思い出
藤枝　繁

　私は 2015 年３月末，23 年勤めた水産
学部を退職しました。今回のうみの環 Lab.
では，これまで私が描いた絵を中心に，練
習船と水産学思い出をまとめてみました。

◀  三代目かごしま丸
　桜島をバックに錦江湾を南下する三代目
「かごしま丸」。大きく湾曲したブリッジの
窓と，青とシルバーのファンネルがこの船
の特徴です。私の青春を乗せた船でした。

◀  ソテツ築山と水産学部１号館
　水産学部創立 10 周年を記念して教職員
学生が一緒になって作った築山です。ソテ
ツはかごしま丸が奄美大島から，また溶岩
はカッターで桜島から運ばれてきたそうで
す。設置の指揮を執った初代学部長山本清
内先生は，「恩師は去っても，この築山は
いつまでも青々と残り続け，皆の帰りを
待っている」と語っています。年に一度，
灰まみれになって学生と一緒に剪定作業を
行いました。

◀  カッター
　クラブ活動では力一杯漕ぐカッターです
が，実習では「全員の息がぴったり合った
瞬間を楽しもう」というスタンスで漕ぎま
した。桜島水道の真ん中にある無人島「神
瀬」や「沖小島」に上陸したり，帆走中，
大風に遭って桜島に避難したり，学生と大
きな声を出しながら潮流に逆らって必至に
鴨池の母港を目指したりと，たくさんの漕
ぎ手の顔を思い出す船です。




